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	国
語

	・音読はよくできているが、文と文の関係や登場人物の心情を深く読み取り考えることに課題が見られる。
・「書く」活動では、感想などを自由に書くことはできるが、構成メモをもとに書くことに課題がある。
・グループ及び全体の前での発表活動に苦手意識の見られる児童がいる。
	・関係が表れている部分や心情の分かる言葉にラインを引くことや、他の学習と合わせて語彙を増やすことを通し、深い読み取りができるようにする。また、いろいろな言葉を使い表現できるようにしていく。
・「はじめに」、「つぎに」、「さいごに」などの順序を表す言葉を使って文章を書くように随時指導し、週に一回程度は、日記など文章を書く機会をつくるようにする。
・ペアやグループでの話し合い活動を多く取り入れ、自分の考えや意見を発表する場面を多く作るようにする。
	・心情が分かる言葉にラインを引く活動を通して、登場人物の気持ちなどに視点をもち、深い読み取りが少しずつできるようになってきた。説明文などで、文と文の関係を正確に読み取ることはまだ難しさがある。
・説明文を書く時には、順序を表す言葉を使い、書くことができるようになってきた。しかし、つなぎ言葉を上手に使うことにまだ課題がある。
・話し合い活動においてペアでの発表を取り入れ、自分の考えや意見を発表できるようになってきた。適切な声で相手に分かりやすく伝えることや自分の考えと比べて聞くことについては、これからの課題である。


	　　　
算
数

	・文章問題において、
題意を正確に読み取り、立式することに課題がある。
・立式、計算が正しく行えているのに、答えの単位を書き忘れるなどが見られる。
・自分の考えを説明したり、ノートに書いたりするのが苦手な傾向がある。
	・題意を正しく捉えることができるように、問題解決に必要なことにラインを引くこと、2量の関係を図や絵、言葉で表現することに取り組む。その活動を通して、立式に繋げていく。
・問題を解決した後、2量の関係を見直したり、単位の確認をしたりすることを行わせ、正確に問題を解こうとする意識を高めていく。
・自分の考えを表現する方法（図、絵、言葉、式など）を身に付けさせ、書く活動を取り入れる。自分の考えを隣の人に伝え、さらに、全体に伝える活動を多く取り入れていく。その時に、自分の考えと比べながら聞き、同じ点や違う点を意識させていく。また、伝える時の基本的な話型を提示して、考えを伝えることに慣れさせていく。
	・問題解決に必要な数にラインを引くことや、２量の関係を図やテープ図に表すことに取り組み、定着してきている。
・演算決定の力は付いてきているが
　正確に計算し、答えを導き出すことに課題がある。学習した筆算を活用したり、正しくできたか見直したりすることが、まだ十分とは言えない。
・授業の流れに沿ったノートの書き方に取り組み、ノートを書くことへの抵抗感が減った。また、交流タイムで発表する経験を重ね、自分の考えを表現する力が少しずつ伸びてきた。


	　
生
活

	・ミニトマトを栽培する活動に関心をもって取り組める。しかし、気付きの観点に合わせてよく見て観察したり、気付いたことを言葉で表現したりするのが難しい。
	・児童の興味や知的な好奇心を喚起するような、主体的に活動できる内容を設定する。
・観察や記録をする時の観点をわかりやすく提示し、観察の視点を意識させていく。
・自分が気付いたことをグループや学級全体に伝える活動を取り入れ、自分の気付きを言葉で表現し、交流する場面を設定する、
	・ミニトマトの栽培やおもちゃ作りなど、体験的な活動に進んで取り組み、主体的な学びができた。
・お店探検では、地域の方と触れ合い、自分の町の様子を知り、発表できた。また、昔遊びのゲストティーチャーや保育園年長組の子などと交流を図れた。活動のめあてに向けて、自分たちで計画し、準備を進める力が育った。
・観察や活動した内容を、学習の視点に合わせて表現する力は、まだ十分とは言えない。


	　
体
育

	・友達の良い所を見つけたり、よりよい動きを工夫したりすることが、まだ十分とはいえない。
・固定遊具など、取り組み方や技能に個人差が見られる。
	・楽しく体を動かすことができるので、友達の良いところを見つけて、それを取り入れることを意識させていく。また、ゲームなどの場面では、より活発に楽しく行うためにはどうすればいいか、良い方法を工夫させるなど、児童同士で話し合う場面を作るようにする。
・カードなどを活用し、「やってみよう」と思えるように喚起し、苦手意識をなくすようにする。できる友達に教えてもらうなど、学び合いの場面を設定する。
	・ボール投げゲームでは、グループごとの作戦タイムにおいて、どうすればたくさん点が取れるかなどを話し合い、ゲームの中で実践することができていた。
・学習カードを活用することで、児童のできるようになりたいという意欲を高めると共に、どうすればできるか、本時の活動のめあては達成できたかなど、自分をふり返る力が育ってきている。



